
        平成１９年東生会 第一回常任幹事会   

 
４月２６日（木）、母校の東生会館大ホールにおいて、午後２時から県女の部を、午後６

時３０分から東高の部を、それぞれ開催しました。  
 会 議 に 先 だ っ て 、昨 年 ８ 月 ２ ５ 日 に 亡 く な ら れ ま し た 、故濱本英己副会長（９回

生）の遺影に向かって、全員で黙祷を捧げ、その早い死を悼みました。  
  

会 議 報 告  

 

１ 会 長 挨 拶                                                大西 壬 

    先ほどの黙祷を捧げた濱本副会長には何とか会長になって欲しいということで、副会  

長として東生会に入って頂いた。しかし残念ながら亡くなられ大変惜しいことをしま  

した。それで私にもう一期やれということになり、これから百周年に向かって頑張ります。 

 先日の選挙では、市会は福本、藤岡両氏が引退され、県会は水田氏が当選、市会で若手

の石堂君が３位当選、また吉田氏も。 

 これから同窓生として百周年に向かい何ができるかを考え、皆さんとともにいい事  

業をして、百周年を意義あるものにしたい。 

 
２ 校 長 挨 拶                                                濱田 正晴 

 幹事会に各期（回）から、まんべんなく来てくださったことに敬意と御礼を言いたい。 

３点申し上げます。 

 ①単位制二期生の進路は、一期生に劣らぬ結果を出してくれました。今後、竜頭蛇尾に

ならぬように、快進撃を続けたい。あと１，２期続けば本物です。 

今年の進路指導は第一希望重視型で行きました。前期試験合格者が昨年の１０２人か

ら今年は１１２人になったこと、東京の早稲田、関西の４大学は早い段階から選んで

いたこと、が今年の特徴です。 

 ②夏にＰＴＡの新代表と学校代表で百周年記念準備委員会を立ち上げます。トップレ   

ベルの会合になります。そのため、この４月に校内の職員から幹事会を作りました。

実行のワーキンググループです。百周年に向かって着々と進んでいます。 

  ③日々の教育活動を活性化させたい。生徒に「目指せ！ 私の甲子園」と言い、コンテ

ストを奨励し、様々な活動でいい成績を上げることを提案しました。また、それぞれ

の賞を表彰だけで終わらせるのではなくて、校内で発表の機会を作り、他生徒に実物

に触れさせようとも考えています。 

 

３   平成１９年度の異動   

 ①管理職では、稲本正和事務長が、ＯＢ職員では、山下明良教諭（27 回生）と生田義孝

教諭（30 回生）が転出されました。  
  代わって、新古利和事務長が来られ、また家永正信教諭（22 回生）と島本陽子教諭（33

回生）が、新たに校内幹事団に加わりました。  
②新会員紹介：新入会員２７９名が東生会に入会しました。 

会員数は準会員を含めると３万人を越えました。  
  

４ ４月５日の正副会長会議での議論を踏まえて、以下の報告や提案がなされました。 

（１）母校の現況 

 ・入学試験 

    ２月の推薦入試では、例年通りの志願者を集めました。特筆すべきは姫路福崎学区外の

合格者が２６人と過去最高であったことです。西は上郡、東は明石、北は宍粟の一宮。

広い地域に広がっています。竜野から２名、太子から８名。優秀な生徒が入っていまし

て３年先が楽しみです。 

 ・進路状況 

   旧帝大すべて、東京２名、京都４名、大阪８名、神戸１７名、岡山２２名， 

広島９名、兵庫県立大３３人です。 超難関の国公立医学部に５人。     
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（２）単位制支援活動 

主 に 新 聞 広 告 で す が 、 今 年 も お 願 い し た い と 思 い ま す 。 本 部 会 計 か ら で な く て     

有志の浄財でお願いしたい。名刺広告一枠約３万円になると思います。  

「来たれ、姫路東高校」の内容をメインに①百周年近し、②今年の進路状況をＰＲした

いと考えています。 

 
（３）平成１９年度学校評議員 

    校長の学校運営の助言機関です。東生会推薦２名、ＰＴＡ推薦２名、地域から     

２名。現在、山野副会長と田中副会長に委員を務めてもらっています。 

 
（４）東生会育英基金 

平成１８年は、１６年、１７年採用生に４８４,７１０円支出。 

残高、２２,９０７,３５６円を平成１９年に繰り越し。 

    平成１９年は、３人に対し、７２１ ,４４０円を支給する予定。 

 
（５）維持会費 

    維持会費を始めた１５回総会後（１４年～１７年）は３７５０件でしたが、２回目の

１６回総会後（１８年～現在）は２８２９件（４０００件の予算立て）と、減少して

います。未納の人は是非納入をお願いします。 

   【意見】会費を払わなくてもペナルティーはないのか？ 

              ありません。他校の例では、同窓会報の郵送停止がありますが。 

       維持会費は義務だということを、もっと強く文面に表すべきである。 

 
（６）百周年記念事業計画について、 

   ・今から説明することは、まだ原案ではありません。今後様々なアイデアを模索し議

論を深め、夏に予定される準備委員会で素案をつくり、秋に開催を予定する常任幹

事会に原案として提案します。本日はその骨格を示しているということで、ご意見

を伺いたいのです。 

     

骨格説明 

 ①記念事業計画：集会場・資料室を含む『同窓会館』建設 

        レジュメには記載していませんのでメモをお願いしたいのですが、育英基金の拡

充をもう一つの柱にする。 

        従来の大学生向けのものとは別個に、高校生を対象にする。姫路福崎学区内     

から１名、学区外から１名を採用する。 

②記念式典・記念講演会：２００９年（平成２１年１０月下旬） 

      ③記念誌（百周年史）発刊 

④記念品 

② ③ ④は 各周年事業でやっているのでここでは省略します。 

           

【質問】こういう集会所的建物を造るのは県のすることではないのか？ 

     県の教育行政では学校に対しては最低限のことしかしてくれない。 

   【質問】新しい建物の所有権や維持費はどうなるか？ 

          県に寄付し、県の施設になります。 

     【意見】今の同窓会館をどう使っているか知りたい。今時、箱ものを作るのはどう     

か？むしろ、生徒が学びたい人や聞きたい人、こういう方面の人の話を聞き

たい、という人を学校に講師として招く。中学生も東高へ入ればこういう人

の話を聞ける、というような事業ではどうか？ 

     【質問】建物の使用頻度は？ 

        学年単位の集会が主です。現在、体育館を交替で使っています。しかし体          

育館は落ち着いてゆっくり考えられるような場所ではない。ちゃんとした集

会 所 が あ れ ば い い な あ 。 百 周 年 を 機 会 に 作 れ た ら い い な ぁ 、 と 夢 見 て     

きました。月に１回の使用頻度ではなく、もっと多い。 

    【質問】その建物ができた場合は、この東生会館は不要になるのでは？ 
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           この部屋は取り合いになっている。順位が優先するのは三年生。こちら     

（東生会館）はこちらで使い勝手が良い。 

     【意見】１万円、２万円は誰でもが払えるものではない。その金額を誰が管理す     

るのか？公明正大にやって欲しい。皆さん１万円出しなさい、と言えば     

不平不満がでる。 

 もちろん会計については、不正にならないようにするのが当然です。        

   【意見】東京支部は１５００人いる。しかし、案内状を出して返事がもどるのが３分

の一の５００人。年会費１０００円を払ってくださる方が３００人５分の一。

維持運営というのは、なかなか大変なわけです。同窓生の意見を集約し、ま

して、多額の寄付を募るというのは、一筋縄ではいかないですよ。 

【意見】他の高校の同窓会館は？ 第二同窓会館の必要性必然性は？ 

 

     校内幹事から 

＊  この春から東高校のホームページを再開している。本日の内容も出来るだけ早

く、アップしたい。結構遠方の人も見て下さっているので。そして意見を広く

伝え、また求めたいのです。 

      ＊ 関連日程 

          ①募金活動 :２００８年春から 

     ②東生会名簿の発刊：２００８年春から 

     ③東生会だよりの発行：２００８年秋～冬 

          ④１７回総会：２００９年５月下旬 

           募金は② ③ ④を会員に向けて出す時に、併せて実施する。 

     
（７）百周年に向けて組織強化 

  ①東京支部支援(今回、校旗と日章旗を贈呈しました) 

      昨年支部大会に出席させてもらって、４０回生以降の会員は、大学生を除きゼロで

した。４０回生といえば３７才。原因は本部校内幹事のＰＲ不足であり、卒業生へ

の働きかけを強めたいと思います。 

     (1) 対策として本部からも大学生に出席を呼びかける。また関東在住の友人に     

出席を呼びかける。 

     (2)東京支部からも電話入れるなど、事前に誘いをする。 

   ②京阪神支部(仮称)の設立 

      関東で盛り 上がると ともに、 関西でも 交流の場 を増やし 、百周年 に向かっ て     

盛り上がりたい。 

   京都・大阪・神戸・奈良・和歌山・滋賀の在住者が対象です。 

      発会式：大阪で、時期は来年の春あたりを考えています。 

    ③県庁・市役所支部との連携 

      職域東生会としては最大。新聞広告や名簿広告でも世話になっている。 

      百周年に向かって事業に協力してもらえそうです。 

  ④同期との同窓会開催（同級生に協力要請） 

   横の関係の、同期の同窓会です。どんどん開催して百周年の協力を呼びかけ     

てください。こちらも開催に必要とあればいろんな協力をします。 

      ちなみに、名簿を管理してくれている小野高速印刷は卒業生の宛名シールを一人分

７円で用意してくれます。校内幹事に一言声をかけてくだされば、校歌や応援歌の

入ったＣＤ、校旗などもお貸しします。 

 

（８）人材バンク 

     毎年、１年次の職業ガイダンスセミナーという行事を実施していまして、生徒２０

～３０人規模を対象に、職業、生き方、東高時代の思い出等を、熱く後輩に語ってい

ただいています。 

    昨年は３４人の講師中２６人をＯＢにお願いしました。いろんな分野の方を紹     

介下さい。自推他推を問いませんので。 
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５ 閉 会 挨 拶 

    生徒が喜んでくれるものを作る。同窓会館にせよ何にせよこれからますます工夫    

が必要。 

    来る百周年を、健康に気をつけて、元気で迎えましょう。 

 本日は、ご参加ありがとうございました。  


